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勤
務
経
験
の
あ
る
研
究

所
で
は
、
新
た
な
学
問
の
研

究
手
法
と
し
て
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
式
」
を
導
入
し
て
お

り
、
あ
る
一
つ
の
「
テ
ー
マ
」

に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野

（
医
学
、
化
学
、
天
文
学
、
社

会
学
、
史
学
、
美
術
学
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
）
の
研

究
者
を
集
め
て
研
究
す
る
と

い
う
も
の
で
、
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
と
、
海
外
の

研
究
者
も
含
め
２
０
０
人
を

超
え
る
研
究
者
の
数
で
行
っ

て
い
た
。（
本
研
究
で
５
年

間
）▼
当
時
の
所
長
は
「
五
目

チ
ャ
ー
ハ
ン
」
だ
と
例
え
て
い

た
。「
米
、
油
、
肉
、
卵
な
ど

で
旨
い
五
目
チ
ャ
ー
ハ
ン
を

作
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
を
集
め
、
研
究
を
し
て

も
ら
う
。
そ
し
て
時
期
を
見

て
発
表
会
を
開
く
。
そ
れ
ぞ

れ
の
小
皿
に
の
っ
て
い
る
米
、

油
、
肉
…
そ
れ
は
さ
す
が
に

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
の
研
究

成
果
だ
か
ら
、
み
な
立
派
な

も
の
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
そ

れ
を
一
つ
ず
つ
味
わ
っ
て
い
っ

た
の
で
は
、
五
目
チ
ャ
ー
ハ
ン

と
い
う
も
の
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
全
部
を
一
つ
の
熱

い
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
、
熱

気
の
中
で
か
き
ま
わ
し
て
妙

り
あ
げ
、
そ
れ
を
ま
と
め
て

食
べ
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
、

う
ん
五
目
チ
ャ
ー
ハ
ン
だ
、

旨
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
」
▼
鹿
屋
体
育
大
学
で

は
、
昨
年
度
Ｓ
Ｐ.

Ｌ
ａ
ｂ.

が

完
成
し
、
世
界
に
例
を
見
な

い
施
設
が
稼
働
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
後
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
は
多
々
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
五
目

チ
ャ
ー
ハ
ン
」
の
よ
う
な
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て

み
る
の
も
面
白
い
か
と
考
え

る
。　
　
　
　
　

（
Ｔ
・
Ｍ
）

　

９
月
９
日
～
14
日
、
木
場

潟
カ
ヌ
ー
競
技
場
（
石
川
）

に
お
い
て
、
２
０
１
６
年
度

の
国
際
競
技
大
会
日
本
代
表

選
手
選
考
の
た
め
の
一
次
選

考
を
兼
ね
た
平
成
27
年
度
日

本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手

権
大
会
（
全
日
本
選
手
権
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
女
子
カ
ヤ
ッ

ク
ペ
ア
２
０
０
ｍ
に
出
場
し

た
田
村
京
子
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
４
年
）・
田
中

香
奈
さ
ん
（
同
２
年
）
ペ
ア

が
41
秒
３
８
１
の
タ
イ
ム
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
団
体
所
属
選
手

と
組
ん
で
出
場
し
た
大
城

海
輝
さ
ん
（
同
４
年
）
が

男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア

１
０
０
０
ｍ
で
、
島
津
早
耶

子
さ
ん
（
同
４
年
）
が
女
子

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
５
０
０

ｍ
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
10

月
17
日
に
受
験
希
望
者
と
そ

の
保
護
者
等
を
対
象
に
、
平

成
27
年
度
第
２
回
大
学
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
全
国
各
地
か
ら
、

１
１
４
名
（
保
護
者
等
を
含

む
。）
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

説
明
会
で
は
、
川
西
正
志

理
事
・
副
学
長
に
よ
る
挨
拶

の
後
、
前
阪
茂
樹
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
大

学
及
び
入
試
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
「
在
学
生
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
」
と
し
て
、
中

薗
圭
汰
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
２
年
）、
橋
本
瑞

穂
さ
ん
（
武
道
課
程
１
年
）、

淺
井
康
大
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
３
年
）の
３
名
が
、

志
望
動
機
や
受
験
勉
強
、
授

業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
学
生

宿
舎
で
の
生
活
の
様
子
な
ど

の
実
体
験
を
話
す
と
、
在
学

生
か
ら
の
生
の
声
に
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
や
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
・
研
究
に

用
い
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を

使
っ
た
実
験
・
実
習
体
験
と
、

体
育
館・屋
内
実
験
プ
ー
ル・

武
道
館
等
体
育
施
設
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、

同
大
学
の
充
実
し
た
施
設
・

設
備
に
大
変
驚
い
た
様
子
で

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行

し
て
、
個
別
ブ
ー
ス
で
の
進

学
相
談
会
が
行
わ
れ
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
教
員

や
在
学
生
、
事
務
職
員
が
参

加
者
か
ら
の
様
々
な
質
問
・

相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
同
窓
会
か
ら
の

支
援
に
よ
る
学
生
食
堂
体

験
、
各
サ
ー
ク
ル
の
ポ
ス

タ
ー
展
示
及
び
同
大
学
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行

わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

　

当
日
は
、
同
大
の
学
園
祭

「
蒼
天
祭
」
も
開
催
さ
れ
て

お
り
、
参
加
者
は
活
気
あ
る

学
園
祭
の
雰
囲
気
や
、
イ
ベ

ン
ト
運
営
・
模
擬
店
に
奮
闘

す
る
学
生
の
姿
に
触
れ
る
よ

い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

カ
ヌ
ー
部
、全
日
本
選
手
権
で
活
躍

平
成
27
年
度

第
２
回
大
学
説
明
会
を
開
催

田村さん（左）、田中さんペア

鍋島さんのゴールシーン

川西理事・副学長の挨拶

ＳＰＬａｂでの実験・実習体験

【競技結果（入賞者）】
種　　目 順位 氏　　名（学年）

K-1 1000 ｍ ７位 明石　寛幸（3）

K-2 1000 ｍ ４位 浅井　慎平（4）＊

C-1 1000 ｍ ６位 柴田　侑弥（2）

C-2 1000 ｍ
１位 大城　海輝（4）＊

２位
松田　裕介（3）
仲宗根　脩真（2）

C-1 500 ｍ
４位 松田　裕介（3）

８位 大城　海輝（4）

K-2 200 ｍ ６位
浅井　慎平（4）
寺島　峻一郎（2）

WK-1 1000 ｍ ４位 田村　京子（4）

WK-1 500 ｍ ７位 田中　香奈（2）

WC-2 500 ｍ １位 島津　早耶子（4）＊

WK-1 200 ｍ ３位 田中　香奈（2）

WK-2 200 ｍ
１位

田村　京子（4）
田中　香奈（2）

５位
柳堀　麻美（4）
早坂　茜音（4）

WC-1 200 ｍ ２位 島津　早耶子（4）
＊＝他団体所属選手との出場。

　

９
月
11
日
～
13
日
、
天
皇
賜
盃
第

84
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
が
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
長

居
（
大
阪
）
で
行
わ
れ
、
鹿
屋
体
育

大
学
陸
上
競
技
部
の
鍋
島
莉
奈
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）
が
女

子
１
０
０
０
０
ｍ
で
優
勝
し
、
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

約
６
ヶ
月
と
い
う
長
期
故
障
か
ら

の
復
帰
戦
と
な
っ
た
鍋
島
さ
ん
。
序

盤
か
ら
集
団
前
方
を
キ
ー
プ
し
な
が

ら
、レ
ー
ス
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、

ラ
ス
ト
１
周
を
知
ら
せ
る
鐘
と
同
時

に
、
見
事
な
切
り
替
え
で
先
頭
に
立

ち
一
気
に
加
速
。
後
続
の
選
手
も
必

死
に
つ
い
て
行
き
ま
す
が
、
最
後
ま

で
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
た
鍋
島
さ

ん
が
逃
げ
切
り
、
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
に
む

け
て
、
い
い
流
れ
と
な
る
見
事
な
勝

利
で
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
棒
高
跳
び
で
青
柳
唯

さ
ん
（
同
４
年
）
が
３
位
と
な
っ
た

ほ
か
、
３
名
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。

鍋島莉奈さん、
日本インカレ女子１００００ｍで連覇！

【競技結果（入賞者）】
種　　目 順位 氏　名（学年） 記　録

女子 10000 ｍ 1 位 鍋島　莉奈（4） 33 分 18 秒 69

女子棒高跳 3 位 青柳　唯（4） 3 ｍ 70

女子砲丸投 7 位 田澤　可南子（3）13 ｍ 78

女子やり投
4 位 坂倉　杏奈（2） 52 ｍ 58

7 位 松本　さつき（1）51 ｍ 12

陸
上
競
技
部
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10
月
15
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
福
永
哲
夫
学
長
を
は

じ
め
、
競
技
力
向
上
委
員
会

委
員
及
び
教
職
員
に
よ
る
平

成
27
年
度
第
2
回
競
技
力
向

上
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、
サ
ー
ク
ル

所
属
学
生
の
意
欲
を
高
め
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ク
ル
側
と

の
情
報
交
換
や
視
察
メ
ン

バ
ー
の
提
言
に
よ
り
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
現
場
で
の
問
題

点
等
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

よ
り
実
態
に
合
わ
せ
た
支
援

を
行
い
、
さ
ら
な
る
競
技
力

向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
鹿
屋
市
漕
艇
場

（
大
隅
湖
）
を
活
動
拠
点
と

す
る
カ
ヌ
ー
部
の
活
動
を
視

察
し
ま
し
た
。
初
め
に
湖
上

の
練
習
を
視
察
し
、
次
に
顧

問
の
中
村
夏
実
准
教
授
か
ら

競
技
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
学
長
か
ら
激

励
の
言
葉
が
お
く
ら
れ
、
選

手
代
表
か
ら
は
、
今
後
の
抱

第
11
回「
鹿
屋
杯
」全
国
高
等
学
校

選
抜
剣
道
錬
成
大
会
を
開
催

　

9
月
20
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
剣
道
部
が
主
催
す
る
第
11

回
「
鹿
屋
杯
」
全
国
高
等
学

校
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
が
鹿

屋
市
の
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
同
大
学
の

武
道
教
育
に
よ
る
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
審
判
や
大
会
運
営

を
大
学
生
が
中
心
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
同
大
学
剣
道
部

独
自
の
高
大
連
携
及
び
広
報

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
大
会
の
前
日
に
は
、
同

大
学
武
道
館
に
お
い
て
、
高

校
生
、
大
学
生
、
指
導
者
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
合
同
稽

古
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参

加
者
が
稽
古
で
汗
を
流
し
ま

「
競
技
力
向
上
視
察
」を
実
施

負
や
艇
庫
の
使
用
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
の
要
望
も
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
で

は
、
そ
う
い
っ
た
要
望
を
踏

ま
え
、
競
技
力
向
上
方
策
と

し
て
、
今
後
も
支
援
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

湖上での練習

口頭発表懇話会の様子

ポスター展示ＳＰＬａｂの見学

男子優勝校：興譲館高等学校 女子優勝校：筑紫台高等学校

学長との懇談風景
　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
毎

年
大
学
院
体
育
学
研
究
科
修

士
課
程
２
年
次
の
学
生
に
対

し
、
修
士
論
文
中
間
発
表
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
間
発
表
会
は
、
論

文
の
出
来
映
え
を
早
期
に
評

価
診
断
し
、
質
の
高
い
修
士

論
文
の
作
成
を
促
す
と
と
も

に
、
口
頭
発
表
の
方
法
を
学

ば
せ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
本
年
度
は
、
各
学
生

の
研
究
内
容
の
ポ
ス
タ
ー
展

示
を
10
月
13
日
～
30
日
の
３

週
間
行
う
と
と
も
に
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
た

口
頭
発
表
を
10
月
16
日
～
23

日
の
６
日
間
実
施
し
ま
し

た
。

　

口
頭
発
表
で
は
、
多
く
の

教
職
員
や
学
生
が
聴
講
す
る

　

10
月
５
日
、
鹿
児
島
県
内

学
長
等
懇
話
会
が
当
番
大
学

で
あ
る
鹿
屋
体
育
大
学
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
鹿
児
島

県
内
の
高
等
教
育
機
関
の
相

互
の
連
携
、
協
力
及
び
親
睦

を
図
り
、
学
術
、
教
育
、
地

域
と
の
連
携
、
国
際
交
流
等

の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
県
内
の
国
公
私
立
大

学
・
短
期
大
学
、
鹿
児
島
工

業
高
等
専
門
学
校
及
び
放
送

大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

の
長
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
今
回
が
15
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

懇
話
会
は
、
鹿
屋
体
育
大

学
の
福
永
哲
夫
学
長
を
座
長

に
、
県
内
就
職
率
増
に
む
け

た
取
り
組
み
や
改
正
後
の
学 修

士
論
文
中
間
発
表
会
を
実
施

な
か
、
発
表
者
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
研
究
の
目
的
、
方

法
、
進
捗
状
況
等
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
の
時
間

に
は
、
発
表
内
容
に
対
し
て

の
質
問
や
今
後
の
研
究
計
画

へ
の
助
言
等
、
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
発
表
者
だ

け
で
な
く
聴
講
し
て
い
る
学

生
に
と
っ
て
も
、
大
変
有
意

義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。 　

今
後
、
修
士
課
程
の
学
生

は
、
学
位
論
文
の
提
出
、
審

査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す

る
た
め
、
研
究
を
更
に
進

め
、
学
位
の
取
得
を
目
指
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
内
学
長
等
懇
話
会
を
開
催

校
教
育
法
施
行
に
お
け
る
学

内
運
営
、
大
学
等
間
授
業
交

流
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
交

え
な
が
ら
率
直
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

懇
話
会
終
了
後
は
、
今
年

９
月
に
運
用
を
開
始
し
た
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
棟
（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
）
や
同

大
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
の
紹
介
パ
ネ
ル
、

メ
ダ
ル
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
資
料
等
を
展

示
し
て
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
見
学
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
県
内
外
か

ら
男
子
58
チ
ー
ム
、
女
子
41

チ
ー
ム
、
総
勢
８
１
２
人
が

参
加
し
、
男
子
・
女
子
の
団

体
戦
（
5
人
制
）
の
予
選

リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校

生
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
試
合

と
大
学
生
の
大
会
運
営
に

よ
っ
て
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
結
果
、
男
子
は
興

譲
館
高
等
学
校
が
優
勝
、
女

子
は
筑
紫
台
高
等
学
校
が
見

事
３
連
覇
を
果
た
し
、
「
鹿

屋
杯
」
と
「
文
部
科
学
大
臣

賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
位
ま
で
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。男子団体

優　勝：興譲館高等学校（岡山）
準優勝：育英高等学校（兵庫）
３　位：樟南高等学校（鹿児島）
　　　　佐賀北高等学校（佐賀）

女子団体
優　勝：筑紫台高等学校（福岡）
準優勝：高千穂高等学校（宮崎）
３　位：興譲館高等学校（岡山）
　　　　島原高等学校（長崎）
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会社西日本浄化サービス
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　男子バスケットボール部は、一部復帰はもちろん全日本
バスケットボール選手権大会（インカレ）ベスト８という
大きな目標を掲げ、選手 29名、トレーナー２名、コーチ
２名の計 33名で日々精進しています。また、私達はチー
ム理念 “愛し愛されるチーム” のもと、地域のバスケット
ボールの強化や審判活動などにも積極的に取り組んでい
ます。
　鹿屋体育大学男子バスケットボール部は１９８４年に創
部され、九州地区代表としてインカレ出場 20回を数え、
2009年度においては関東の強豪校を倒して７位入賞を果
たしました。そして、正月に開催される全日本総合バスケッ
トボール選手権大会（天皇杯：オールジャパン）には、大
学代表（2009年度）、または九州地区代表として４回の出
場を誇ります。
　また、ＮＢＬ（national　basketball　league）やｂｊリー
グ（日本プロバスケットボールリーグ）、実業団に所属す
るバスケットボール選手や、全国大会等で指導者として活
躍する多くの先輩方を輩出してきました。

　我がチームは、全国強豪校と比較して高校での競技実
績がある選手が圧倒的に少なく、平均身長も低いため、普
段の練習で培った脚力と緻密な戦術を駆使して他校に挑
んでいます。また、一般入試で入学した者がレギュラーメ
ンバーの一員として活躍するという点も大きな特徴です。
　近年では学生コーチの下、学生主体で活動しています
が、このメリットを活用してバスケットボールだけではな
く、将来社会人として自立できるような力を育んでいます。
チーム理念として “愛し愛されるチーム” を掲げています
が、これは我々が誇れるチームのために何が出来るのかを
一人一人が考え行動するという意味が込められています。
試合に出る者はもちろんですが、試合に出られない者も
各々が役割を担い、チームのために貢献しています。我が
部での活動が、堅い信頼関係や絆を深める貴重な経験に
繋がることだと、チーム全員が認識しています。
　先輩方が築いてこられた伝統を受け継ぎつつ、少しで
も新たな歴史を刻めるよう、チーム一丸となって頑張って
いきたいと思います。男子バスケ

ットボール
部

　

10
月
17
日
・
18
日
に
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
「
蒼
天
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
１
日
目
に
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店
等
の

学
園
祭
、
２
日
目
に
体
育
祭

が
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
空
の

も
と
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
学
園
祭
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
広
げ
よ
う

鹿
屋
の
輪
」。
落
語
家
の
桂

團
治
郎
さ
ん
や
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト「
高
鈴
」、

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
、
鹿
児
島
の

ご
当
地
ア
イ
ド
ル
サ
ザ
ン
ク

ロ
ス
等
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
、
地
域
の
方
と

学
生
と
が
一
体
と
な
っ
た
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
の
マ
ッ
ス
ル

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
学
生
に

加
え
一
般
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
日
頃
か
ら
鍛
え
上
げ
た

肉
体
美
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。
優
勝
し
た
カ
ヌ
ー
部
の

学
生
に
は
、
鹿
屋
市
の
福
井

逸
人
副
市
長
か
ら
薔
薇
の
花

束
が
贈
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
は

一
層
華
や
ぎ
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
大
学
開
放
事
業

と
し
て
、
同
大
学
に
今
年
９

月
に
完
成
し
た
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
を
見

学
で
き
る
Ｓ

Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
ツ

ア
ー
や
第
15

回
学
長
杯

破
魔
投
げ

大
会
も
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｌ

ａ
ｂ
ツ
ア
ー

で
は
フ
ォ
ー

ス
プ
レ
ー
ト
を
完
備
し
た
野

球
の
マ
ウ
ン
ド
や
陸
上
の
走

路
で
行
う
測
定
に
つ
い
て
の

説
明
に
、
参
加
者
か
ら
多
く

の
質
問
が
と
び
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま

た
、
測
定
体
験
と
し
て
希
望

者
に
は
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ

ラ
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
等
を
撮
影
し
、
教
員
に
よ

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
撮
影

し
た
画
像
の
提
供
等
が
行
わ

れ
大
変
好
評
で
し
た
。

　

２
日
目
に
行
わ
れ
た

体
育
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「P
riceless 

～
お
金
で
買

え
な
い
勝
ち
が
あ
る
～
」。

各
サ
ー
ク
ル
が
「
勝
ち
」
に

平
成
27
年
度

　「
蒼
天
祭
」
を
開
催

サークル紹介

「
体
育
の
日
」
施
設
開
放

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
と
の

連
携
、
地
域
へ
の
貢
献
を
目

的
に
、
毎
年
「
体
育
の
日
」

に
開
催
さ
れ
る
鹿
屋
市
主
催

の
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in

か
の
や
」
に
、
大
学
の
体
育

施
設
を
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民

の
間
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ･

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
積

極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
行

事
を
「
体
育
の
日
」
行
う
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
心
身
の

健
全
な
発
達
と
明
る
く
豊
か

な
生
活
の
形
成
に
寄
与
す
る

た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
同
大
学
の
屋
内
実

験
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
使
用
し
て
、
「
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
教
室
」
「
テ
ニ
ス
教

室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ

ニ
ス
教
室
で
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
テ
ニ
ス
部
の
学
生
も
指

導
な
ど
を
行
い
、
大
会
運
営

に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

ＳＰＬａｂツアー

スタンドからの熱い声援

障害物リレー

テニス教室

模擬店

マッスルコンテスト優勝者 盛り上がるステージイベント

ジュニア水泳教室
　

同
大
学
の
ほ
か
、
市
内
各

所
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体

験
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民

が
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
、
今
話
題
の
バ
ブ

ル
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、
借

り
物
競
走
、
10
人
11
脚
、
障

害
物
リ
レ
ー
、
本
気
リ
レ
ー

等
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
い
る
学
生
の
走

り
は
見
応
え
が
あ
り
、
ス
タ

ン
ド
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

学
生
が
企
画
・
運
営
の
す

べ
て
を
行
う
蒼
天
祭
。
学
年
、

サ
ー
ク
ル
の
垣
根
を
越
え
て

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
中

で
、
多
く
の
学
び
と
感
動
を

得
た
２
日
間
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

バブルサッカー

10人11脚

サークル対抗リレー　二人三脚の部 サークル対抗リレー　本気の部



⑷

本紙各面の広告欄の御利用をお待ち
しております。
申し込みは、
電話 ０９９４－４６－4８２７

（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ
振興教育財団事務局まで、ご連絡願
います。

広告欄の御利用について鹿屋体育大学に関する情報は
ホームページをご覧下さい。

http://www.nifs-k.ac.jp/

パフォーマンス研究棟（SPLab）に
関する情報はこちらをご覧下さい。

http://splab.nifs-k.ac.jp/ja/

学生のサークル活動の情報を

「部ログ」で発信中！
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10
月
９
日
、
鹿
屋
市
で
行

わ
れ
た
「
平
成
27
年
全
国
地

域
安
全
運
動
出
発
式
」
に
鹿

屋
体
育
大
学
自
転
車
競
技
部

員
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
地
域
安
全
運
動

は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
、
行
政
機

関
を
は
じ
め
地
域
及
び
警
察

全
国
地
域
安
全
運
動

出
発
式
に
参
加

　
本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、

平
成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）
は
一

口　

企
業
三
万
円
、
個
人
一
万

円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法

人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
財
団
に
対
す
る
年
会
費（
寄
付

金
）に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の

優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を

超
え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て

所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込

み
も
し
く
は
現
金
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、

次
の
金
融
機
関
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　
公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育

大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育

財
団　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  12月
５日・第33回九州学生駅伝対校選手権大会
　　　（長崎県/島原市）
８日・平成27年度第64回全日本大学サッカー選手権大会
　　　（～19　埼玉/浦和駒場スタジアム他）
18日・�平成27年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボー

ル選手権大会（ファイナルラウンド）
　　　（～20　東京/東京体育館）
19日・第26回�全日本セパタクロー選手権大会
　　　（ ～20　東京/駒沢オリンピック公園総合運動

場体育館）
19日・第10回全日本学生剣道オープン大会
　　　（～20　宮城/総合運動公園総合体育館）
30日・2015全日本大学女子選抜駅伝競走
　　　（静岡/富士総合運動公園陸上競技場他）

学内行事 12 月
12日・�「スポーツ国際開発」国際シンポジウム
　　　（於：フクラシア東京ステーション）
26日・冬期休業期間（～1月7日）
上旬・学生宿舎大掃除

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様（
三
万
円
）

闘いの記録
９月

【陸上競技】
◆�天皇賜盃第84回日本学生陸上対
校選手権大会

　（9/11～9/13　大阪府/ヤンマースタジアム長居）
▽女子
　10000m 1位 鍋島　莉奈
　棒高跳 3位 青柳　唯
　砲丸投 7位 田澤　可南子
　やり投 4位 坂倉　杏奈
　 7位 松本　さつき

◆第43回九州学生陸上競技選手権大会
　 （9/25～9/27　福岡県/県立久留米総

合スポーツセンター陸上競技場）
▽男子
　三段跳 3位 富永　尚樹
　十種競技 2位 大園　佑
　 3位 鹿毛　脩玄
▽女子
　走高跳 2位 八塚　彩
　棒高跳 1位 青柳　唯
　やり投 2位 片小田　菜奈美
　七種競技 2位 荻原　佑梨

【テニス】
◆�平成27年度全日本大学対抗テニ
ス王座決定試合九州地区予選

　 （9/12～9/14　福岡県/九州国際テニスクラブ）
▽男子
　１部 1位 鹿屋体育大学
▽女子
　１部 3位 鹿屋体育大学

◆�2015紀の国わかやま国体　第70
回国民体育大会テニス競技

　 （9/27～9/30　和歌山県/和歌山市立
つつじヶ丘テニスコート）

　成年男子 6位 岡村　修平　※

【水泳】
◆第91回日本学生選手権水泳競技大会
　 （9/3～9/6　静岡県/古橋廣之進記念

浜松市総合水泳場・ToBiO）
▽男子
　200ｍ個人メドレー 7位 髙橋　航太郎
　400ｍ個人メドレー 6位 髙橋　航太郎
▽女子
　800ｍ自由形 5位 村中　みいな
　100ｍ平泳ぎ 5位 福留　景子
　200ｍ平泳ぎ 4位 福留　景子
　100ｍバタフライ 7位 大黒　舞子

【剣道】
◆第62回全九州学生剣道大会
　（9/11～9/13　福岡県/粕屋町総合体育館）
男子団体 1位

◆第38回全九州女子学生剣道大会
　（9/11～9/13　福岡県/粕屋町総合体育館）
　女子団体 1位 

【ヨット】
◆�2015紀の国和歌山国体　第70回
国民体育大会セーリング競技

　 （9/10～9/13　和歌山県/和歌山セー
リングセンター）

　成年男子470級 5位 元津　大地　※

◆�第24回全日本学生女子ヨット選
手権大会

　（9/18～9/21　神奈川県/葉山港沖）
　スナイプ級（ペア） 8位 仲山、此上

◆�2015年九州スナイプ級ヨット選
手権大会

　（9/26～9/27　鹿児島県/平川ヨットハーバー）
　国際スナイプ級（ペア） 1位 昇、此上
 2位 川村、仲山

【自転車競技】
◆ツール・ド・北海道2015
（9/11～9/13　北海道）
　第3ステージ 3位 黒枝　咲哉

【カヌー】
◆�平成27年度日本カヌースプリン
ト選手権大会

　 （9/9～9/14　石川県/木場潟カヌー競技場）
▽男子
　K-1　1000m 7位 明石　寛幸
　C-1　1000m 6位 柴田　侑弥
　C-2　1000m 1位 大城　※
　 2位 松田、仲宗根
　C-1　500m 4位 松田　裕介
　 8位 大城　海輝
　K-2　200m 6位 浅井、寺島
▽女子
　WK-1　1000m 4位 田村　京子
　WK-1　500m 7位 田中　香奈
　WC-2　500m 1位 島津　※
　WK-1　200m 3位 田中　香奈
　WK-2　200m 1位 田村、田中
　 5位 柳堀、早坂
　WC-1　200m 2位 島津　早耶子

※は、他団体の所属選手との出場を示す。

が
一
体
と
な
っ
た
「
日
本
一

安
全
で
安
心
な
鹿
児
島
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

出
発
式
で
は
、
主
将
の
徳

田
優
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
３
年
）
が
「
日
頃
か
ら

防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

精
一
杯
、
貢
献
す
る
こ
と
誓

い
ま
す
」
と
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
徳
田
さ
ん

の
号
令
に
よ
り
、
自
転
車
競

技
部
を
先
頭
に
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
屋
警
察
署
前

の
道
路
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
、
停
車
中
の
車

に
広
報
チ
ラ
シ
を
配
布
し
防

犯
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し

た
。

自
転
車
競
技
部パトロール隊出発 広報チラシを配布して防犯を呼びかけ

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
後
期

の
授
業
開
始
に
合
わ
せ
て
、
主

に
学
生
を
対
象
と
し
た
交
通
指

導
を
毎
年
度
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
２
日
、
５

日
、
６
日
及
び
７
日
の
４
日
間

（
8
：
00
～
8
：
40
）
に
亘
っ

て
実
施
し
、
学
生
委
員
会
委
員

と
学
生
課
職
員
が
、
大
学
正
門

付
近
、
駐
輪
場
付
近
及
び
学
生

宿
舎
門
付
近
の
３
カ
所
で
、
車

や
バ
イ
ク
で
通
学
し
て
く
る
学

生
へ
、
現
場
で
の
交
通
安
全
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
誘
導

棒
を
使
う
な
ど
し
て
安
全
に
配

慮
し
な
が
ら
、
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
主
に
駐
車
許
可
の
有
無

に
つ
い
て
確
認
し
、
バ
イ
ク
に

つ
い
て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
状
況
や
一
時
停
止
等
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。
定
め
ら
れ

た
駐
車
許
可
証
を
貼
付
し
て
い

な
か
っ
た
り
、
あ
ご
ひ
も
を
締

め
て
い
な
か
っ
た
り
し
た
学
生

に
対
し
て
は
、
直
ち
に
そ
の
場

で
注
意
し
、
速
や
か
に
是
正
す

学
内
交
通
安
全
指
導
を
実
施

る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

　

７
日
に
正
門
で
指
導
し
た
金

久
博
昭
副
学
長
（
教
育
研
究
企

画
担
当
）
に
よ
る
と
、「
初
日

は
無
許
可
の
違
反
車
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
指

導
の
効
果
が
現
れ
た
せ
い
か
最

終
日
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
た
だ
、
正
門
に
左
折

し
て
入
る
と
き
、
減
速
や
、
方

向
指
示
器
の
点
滅
の
遅
い
車
や

バ
イ
ク
も
あ
り
、
今
後
は
そ
れ

ら
の
点
も
指
導
し
て
い
き
た

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。


